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〈
１
面
よ
り
〉

（
４
）
時
代
の
潮
流
に
適
応
し

た
ス
マ
ー
ト
な
社
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
や
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
動

き
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
デ
ー
タ
活

用
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
世
界

全
体
の
経
済
構
造
や
競
争
環
境

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
つ

つ
あ
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会

の
持
続
的
な
経
済
成
長
に
向
け

て
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
で
あ
る
物
流
事
業
者
の
環
境

整
備
、
新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
自
転
車
利
活
用
の
推
進

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
道

路
イ
ン
フ
ラ
に
お
け
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や

次
世
代
自
動
車
の
普
及
促
進
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
道
路
管
理

や
行
政
手
続
き
の
省
力
化
・
効

率
化
を
推
進
し
、
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
ス
マ
ー
ト
な
社
会

の
実
現
を
目
指
す
。

※
右
記
の
ほ
か
、
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦

略
」
（
令
和
４
年
12
月
23
日
閣

議
決
定
）
、
「
新
し
い
資
本
主

義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び

実
行
計
画
」
（
令
和
４
年
６
月

７
日
閣
議
決
定
）
や
今
夏
策
定

予
定
の
「
国
土
形
成
計
画
（
全

国
計
画
）
」
、
「
国
土
強
靱
化

基
本
計
画
」
等
を
ふ
ま
え
、
道

路
施
策
を
推
進

【
Ⅱ　

決
定
概
要
】

１　

高
速
道
路
の
料
金
徴
収
期

間
の
延
長

　

高
速
道
路
の
維
持
管
理
・
修

繕
や
更
新
、
社
会
・
経
済
構
造

の
変
化
等
に
合
わ
せ
た
進
化
・

改
良
の
取
組
を
確
実
に
実
施
す

る
た
め
、
国
土
幹
線
道
路
部
会

『
中
間
答
申
』
（
令
和
３
年
８

月
）
を
踏
ま
え
、
料
金
徴
収
期

間
を
延
長
す
る
。

２　

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の

機
能
高
度
化
に
係
る
補
助
制
度

の
創
設

　

高
速
道
路
内
に
お
け
る
自
動

運
転
の
普
及
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
推
進
の
た
め
、
自

動
運
転
車
両
拠
点
施
設
や
Ｅ
Ｖ

充
電
施
設
な
ど
利
用
者
利
便
の

確
保
に
資
す
る
機
能
高
度
化
施

設
と
一
体
と
な
っ
て
整
備
さ
れ

る
駐
車
場
（
特
定
駐
車
場
施

設
）
の
整
備
に
つ
い
て
、
計
画

的
な
支
援
を
可
能
と
す
る
補
助

制
度
を
創
設
す
る
。

３　

新
た
な
積
雪
寒
冷
特
別
地

域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画

の
策
定

　

冬
期
の
道
路
交
通
の
確
保
を

図
る
た
め
、
令
和
５
年
度
を
初

年
度
と
す
る
新
た
な
「
積
雪
寒

冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五

箇
年
計
画
」
を
策
定
す
る
。

４　

直
轄
交
通
安
全
対
策
事
業

に
係
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
制

度
の
年
限
拡
充

　

幹
線
道
路
の
事
故
多
発
箇
所

の
対
策
な
ど
、
安
全
で
安
心
な

通
行
空
間
を
確
保
す
る
た

め
に
重
要
な
交
通
安
全
対

策
事
業
（
直
轄
）
に
つ
い

て
、
効
率
的
か
つ
適
切
な

工
事
発
注
や
工
事
体
制
の

確
実
性
の
確
保
を
図
る
た

め
、
国
庫
債
務
負
担
行
為

の
年
限
を
２
箇
年
か
ら
３

箇
年
以
内
に
拡
充
す
る
。

５　

地
方
へ
の
重
点
的
支

援
（
交
付
金
に
お
け
る
重

点
配
分
対
象
事
業
の
見
直

し
）

　

以
下
の
事
業
に
特
化
し

て
策
定
さ
れ
る
整
備
計
画

を
新
た
に
重
点
配
分
対
象

に
拡
充
す
る
。

・
交
通
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
た
公
共
交
通
の
走
行

環
境
整
備
（
自
動
運
転
を

含
む
）

　

そ
こ
で
、
こ
の
推
進
標
語
の

募
集
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割

や
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

《
募
集
テ
ー
マ
》

　

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経

済
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ

な
た
の
財
産
で
す
。
み
ん
な
が

道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
、
次

世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し

ょ
う
。

《
応
募
資
格
》

　

小
学
生
以
上

《
応
募
期
間
》

　

令
和
５
年
３
月
24
日
（
金
）

ま
で
（
当
日
必
着
）

《
応
募
部
門
・
賞
》

〔
小
学
生
の
部
〕

　

最
優
秀
賞
１
作
品

　

優
秀
賞
２
作
品

〔
中
学
生
の
部
〕

　

最
優
秀
賞
１
作
品

　

優
秀
賞
２
作
品

〔
一
般
の
部
（
高
校
生
以

上
）
〕

　

最
優
秀
賞
１
作
品

　

優
秀
賞
２
作
品

《
応
募
方
法
》

　

電
子
メ
ー
ル
又
は
は

が
き
（
１
人
２
作
品
ま

で
応
募
可
能
）

《
入
選
作
品
》

　

入
選
作
品
は
決
定
次

第
、
本
人
に
直
接
通
知

す
る
と
と
も
に
、
国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
発
表
し
、
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
の
推

進
に
幅
広
く
活
用
さ
れ

る
。

《
表
彰
》

　

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
期
間
中
に
国
土
交

通
省
か
ら
賞
状
及
び
楯

を
贈
呈
す
る
。

《
主
催
》

　

国
土
交
通
省

令
和
５
年
度

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
募
集

詳細は　https://www.mlit.go.jp/road/road_fr4_000144.html

　

国
土
交
通
省
は
、
原
発
事
故

に
よ
る
母
子
避
難
者
等
に
対
す

る
高
速
道
路
の
無
料
措
置
は
、

平
成
25
年
４
月
26
日
よ
り
、
原

発
事
故
に
よ
り
避
難
し
て
二
重

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
家
族

の
再
会
を
支
援
す
る
目
的
で
実

施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
令
和
５
年
３

月
31
日
（
金
）
ま
で
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
た
が
、
令
和
６

年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で
期
間

を
延
長
す
る
と
し
て
い
る
。

「原発事故による母子避難者等に対する
高速道路の無料措置」の期間の延長

「原発事故による警戒区域等からの避難者に対する高速
道路の無料措置」の延長及び制度適正化措置の実施

　

国
土
交
通
省
は
、
原
発
事
故

に
よ
る
警
戒
区
域
等
か
ら
の
避

難
者
に
対
す
る
高
速
道
路
の
無

料
措
置
は
、
平
成
24
年
４
月
１

日
よ
り
、
原
発
事
故
に
よ
り
政

府
と
し
て
避
難
を
指
示
又
は
勧

奨
し
て
い
る
区
域
等
に
居
住
し

て
い
る
避
難
者
の
生
活
再
建
に

向
け
た
一
時
帰
宅
等
の
移
動
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
措
置
は
令
和
５
年
３
月

末
ま
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
復
興
に
向
け
た
取
組

が
進
め
ら
れ
る
一
方
、
引
き
続

き
避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る

状
況
等
を
踏
ま
え
、
当
面
、
令

和
６
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

期
間
を
延
長
す
る
と
し
て
い

る
。

　

一
方
、
本
措
置
の
一
部
の
利

用
者
に
お
い
て
、
レ
ジ
ャ
ー
目

的
と
思
わ
れ
る
利
用
な
ど
制
度

本
来
の
趣
旨
・
目
的
に
沿
わ
な

い
利
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
制
度
の
趣
旨
に

合
っ
た
適
切
な
利
用
と
な
る
よ

う
検
討
し
た
結
果
、
本
措
置
の

利
用
時
に
必
要
と
な
る
「
ふ
る

さ
と
帰
還
通
行
カ
ー
ド
」
に
つ

い
て
、
令
和
５
年
秋
以
降
に
更

新
予
定
の
カ
ー
ド
か
ら
更
新
時

の
申
請
手
続
き
を
導
入
し
、
利

用
目
的
を
確
認
す
る
。
あ
わ
せ

て
、
避
難
指
示
の
解
除
状
況
等

を
踏
ま
え
、
被
災
時
に
一
部
の

地
域
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方

に
つ
い
て
は
、
更
新
時
に
申
請

す
る
区
間
の
走
行
に
限
り
無
料

措
置
の
対
象
と
す
る
。
具
体
的

な
更
新
カ
ー
ド
へ
の
移
行
時
期

や
手
続
き
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
、
決
定
次
第
発
表
す
る
と
し

て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
愛
護
活
動
や

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
等

各
種
活
動
を
特
に
推
進
し
て
い

る
が
、
こ
の
一
環
と
し
て
、
令

和
５
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
推
進
標
語
を
広
く
一
般
か

ら
募
集
す
る
。

　

道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
公
共
施
設
だ

が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
そ
の
役
割
や
重

要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。


